
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 みやぎ県北高速幹線道路（佐沼工区）は令和 3 年 12 月 17 日（金）に開通しました。  

みやぎ県北高速幹線道路は，東北自動車道と三陸自動車道を結び，県北地域の広域連携を強化し，東日本

大震災からの復興支援道路としての役割も担う地域高規格道路です。 

 

 第三期（佐沼工区）は，延長約３．６ｋｍ，佐沼ＩＣから佐沼北交差点までの区間を，平成２５年度か

ら整備を進めてきました。 

 この度の供用により，沿岸部と内陸部を結ぶ広域道路ネットワークが形成され，登米市の市街地の交通

渋滞の緩和や，地域産業の振興，観光交流の活性化，救急医療活動への支援が図られるとともに，本県の

復興にも大いに寄与することが期待されます。 

 

 当日は開通式を開催し，国会議員，県議会議員，市議会議員，関係市町の長および，国土交通省や復興

庁をはじめとする関係機関及び地元行政区長など５６名の方々にご出席いただき開通をお祝い頂きまし

た。 

 

生産拠点の 

アクセス向上と 

原材料の流通コストの 

低減が望まれます 

 

宮城県北の都市 

間連携が強化され 

様々な分野への波及 

効果が期待できる 
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【テープカット・くす⽟開披】 

【アトラクション（佐沼⿅踊伝承会）】 【開通直前の県北道路（佐沼⼯区）の様⼦】 

【開通パレードの様⼦】 


